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○表現運動系領域における個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

 本部会は、「令和の日本型学校教育」を基に、表現運動系領域における個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な充実を以下の表のように捉えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）」【総論解説】より引用 

 

 

段階 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実させている子供の姿 

習得 

・教師のリードで表現の行い方が分かる。 

・イメージバスケットで友達の発言を聞き、イメージを広げる。 

・動きの貯金箱で友達の発言を聞いて、動きや工夫を知る。 

・教師が価値づけた友達の動きをまねして踊る。 

活用 

・選んだイメージを友達と共有して踊る。 

・友達と相談してイメージを選ぶ。 

・どのような変化をつけて踊るのかを友達と伝え合う。 

・踊り終わった後、工夫できたことを友達と伝え合う。 

・動きの貯金箱を友達と見て、工夫できることを見つける。 

探究 

・友達と相談してイメージを選ぶ。 

・動きの貯金箱を友達と一緒に見て、工夫できることを見つける。 

・友達と一緒に踊りの構成を考え、イメージボードに記入する。 

・友達の動きを真似したり、友達に動き方を教わったりして踊りをよりよくしていく。 

・踊りたいイメージが同じ友達と一緒に踊る。 
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≪高学年の表現運動の授業づくり≫ 

 



○教師のかかわり 
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○「ひと流れの動き」と「ひとまとまりの動き」 

 

 

 

『小学校学習指導要領平成 29年告示）解説体育編』の「１ 教科の目標及び内容」より引用 

 

中・高学年の「ひと流れの動き」と高学年の「ひとまとまりの動き」の違いを本部会では以下のよう

に捉えている。 

 

〇ひと流れの動きにして踊る 

ひと流れの動き 題材やテーマから思いつくままにとらえたイメージを即興的に表現し、あるイメー

ジを表現して一息で踊れるくらいのまとまり感をもつ動き。 

 

例）  具体的な生活からの題材  『洗濯物』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ひとまとまりの動きにして踊る 

ひとまとまりの動き 単元の後半に数時間をかけて、「ひと流れの動き」をふくらませ、表したいイメージを「はじ

め―なか―おわり」の場面構成を工夫して表現すること。 

例）  激しい感じの題材  『火山の爆発』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『学校体育実技指導資料 第９集 表現運動系及びダンス指導の手引き 平成２５年３月』より引用 
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 なお、「表現」における技能では、「ひと流れの動きで即興的に踊ること」と「簡単なひとま

とまりの動きにして踊ること」が大切である。 

＜表 したい場 面 ＞ 

滝のような水が流れてきたり、洗濯機が壊れて

激しく揺れたり、逆回転したりする。 

 

グルグルはげしく回って・・・。 

濡れて重くなる。 

他の選択物とはげしく絡まって。 

バシャンバシャンとひっくり返って。 

脱水されてクルクルクルと乾いていく。 

は
じ
め
の
ポ
ー
ズ 

お
わ
り
の
ポ
ー
ズ 

＜はじめ＞ ＜中（強調）＞ ＜おわり＞ 

のどかな自然 

 

のんびりエサを食べる

動物たちがいる。 

ゆっくり風にゆられる

木々。 

地震から火山の大爆発 

 

集まった状態から少しず

つ動き出す。 

四方八方に飛び散る。 

ドカーンと大きく広がる。 

マグマがゆっくり流れて

いき、固まる 

マグマがドロドロとゆっ

くり流れていく。 

流されていく木々。 

溶けていく岩。 



○自己評価する力（東京都小学校体育研究会令和４年度研究主題と関連しています。） 

本部会では、自己評価している子供の姿を以下のように捉えた。 

 

 

 

 

 

 

また自己評価の力は、以下の４つを繰り返すことで育まれると捉えた。 

・自分の学習課題を見いだす。 

・自分の得意なことや自信がもてることについて自覚する。 

・自分のよいところを伸ばしたり、学習の不十分な点を改善したりする方法を考える。 

・他者からの評価、動画を参考にして客観的に振り返る。 

 

そこで、本部会は子供が自己評価する力を育むために２つの手立てを講じた。 

 

よい動きを書きためた掲示物の活用 

・学習の成果が見て分かる掲示物「動きの貯金箱」を作成する。子供が見つけたよい動きや工夫を毎

時間書きためていくことで、できたことの実感や次の課題設定の手助けになる。 

・掲示物を見ながら自己評価する場面では、「今日は○○だったので、次はもっと～したい。」と自己

の学習状況を把握したり、次の学習課題を見いだしたりすることができる。 

・ひと流れの動きで踊る場面では、「動きの貯金箱」を提示することで、子供は課題解決の糸口にした

り、よい動きが意識できているか確かめたりすることができる。 

 

デジタル振り返りシートの活用 

・選択肢から自分に合った学習課題を選ぶことができる。 

・学習の履歴が視覚的に分かるようにすることで、自身の学びの変容を実感することができる。 

・自己評価の根拠として「実感」「掲示物」「友達の言葉」「動画」から選ぶことができる。 

・端末上で一人一人が自己評価したものを共有することができ、自らの学びに生かすことができる。 
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子供がひと流れの動きで即興的に踊ったり、ひとまとまりの動きで作品づくりをしたりするとき

に、自己やグループの踊りについて、表したい感じやイメージが表現できているかを振り返り、

踊りや学び方の改善に生かすこと。 



 

 

【単元の目標】 
知識及び技能 表現の行い方を理解するとともに、表したい感じを表現することができるようにする。 

思考力、判断力、 

表現力等 

自己やグループの課題の解決に向けて、表したい内容や発表の仕方を工夫するととも

に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 

学びに向かう力、

人間性等 

表現に積極的に取り組み、互いのよさを認め合い助け合って踊ったり、場の安全に気

を配ったりすることができるようにする。 

【単元の評価規準】 

観点 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

知識・技能 運動の行い方を理解すると

ともに、表したい感じを表

現したり踊りで交流したり

している。 

①表現運動の行い方について、言ったり書いたりしている。 

②対立・対応した動きに変化を付けたり繰り返したりして、メリハリ（緩

急・強弱）のあるひと流れの動きにして即興的に踊ることができる。 

③表したい感じやイメージを強調するように、「はじめーなかーおわり」を

付けた簡単な構成を工夫して、仲間と感じを込めて踊ることができる。 

思考・判断・表現 自己やグループの課題の解

決に向けて、表したい内容

や踊りの特徴を捉えた練習

や発表・交流の仕方を工夫

しているとともに、自己や

仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

①表したい感じやイメージが表れているか、踊りの特徴を捉えて踊れてい

るかなど、グループの仲間や他のグループの踊りを見て、自己やグループ

の課題を見付けている。 

②「表したい感じやイメージを強調する」という課題に応じて、差のある動

きや群の動きなどで変化を付ける方法を選んでいる。 

③表したい感じやイメージにふさわしい動きになっているかをペアやグル

ープ、クラス全体で見合い、よくなったところを伝えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

運動に積極的に取り組もう

とし、互いのよさを認め合

い助け合って踊ろうとして

いたり、場の安全に気を配

ったりしている。 

①表したい感じやイメージを表現したりする運動に積極的に取り組もうと

している。 

②互いの動きや考えのよさを認め合おうとしている。 

③グループで取り組む際に、仲間と助け合おうとしている。 

≪実践例 高学年 表現運動「大変だ！」≫ 
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【指導と評価の計画（７時間）】 

 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

学
習
の
流
れ 

心と体をほぐす 

○友達と関わりながら心と体をほぐす運動に取り組む。 

○一人で動けるものから始め、二人、四人と関わる人数を増やしていく。 
みんなでやってみる 
運動との出会い 

 
イメージスライド 
テーマ「大変だ！」 

 
教師のリードに 
合わせて踊る 

 
イメージスライド
を引き、教師のリ
ードに合わせて踊
った後、イメージ
スライドをグルー
プで引き、いろい
ろなイメージで踊
ってみる。 
 
学習の見通しをもつ 

 
「みんなでやって
みる」で取り組ん
だイメージスライ
ドからおもしろか
った「大変だ！」を
出し合う。第２時
～第４時でどのよ
うに取り組んでい
くかをみんなで考
え、学習の見通し
をもつ。 

イメージをふくらませる 

イメージバスケット 
第１時で出し合った「大変だ！」か
ら、どのようなイメージが浮かぶか
を自由に考え、オノマトペなどで出
し合う。 

みんなでやってみる【習得】 
出てきたイメージを基に、教師のリ
ードに合わせて踊ってみる。いろい
ろなイメージで踊ってみる。教師が
価値付けたことを自分もやってみ
る。 

 
 
 

 
 

 

ひと流れの動きにして踊る【活用】 

 
 
 
 

 

ひとまとまりの動きにして踊る【探究】 
「はじめ‐なか‐おわり」の三つの

場面でひとまとまりの動きを考え

る。一番表したい場面（なか）を強

調する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

振り返り・学習課題の選択 

本時の学習を振り返り、次の時間に解決したい学習課題を選択する。 

振り返り 
単元を 
通した 
振り返り
をする。 

評
価
の
重
点 

知  ②（観察・カード）  ①（観察・カード） ③（観察・カード）   

思  ①（観察・カード） ③（観察・カード） ②（観察・カード）  ③（観察・カード）  

態 ①（観察・カー

ド） 
 ②（観察・カード）   ③（観察・カード） ②（観察・カード） 
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「みんなでやってみる」
で取り組んだイメージ
から選んで踊る。教師や
友達の真似をして踊っ
てみる。教師が価値付け
たことを意識する。 

グループで選んだイメ
ージを動きにして踊る。
いろいろなイメージで
踊る。みんなで確認した
よい動きや工夫を取り
入れて踊る。 

友達が選んだ動きを自分

も真似して踊ってみる。 

４時間目までに習得し
たことを生かして、 
よりイメージに合った
工夫をして踊る。 

○好きな題材とイメー
ジを選び、「はじめ―
なか―おわり」をつけ
て踊る。 

○４時間目までに見付
けたよい動きや習得
した動きを生かし、自
分たちだけの表現を
創造する。 

○自分たちの表現をよ
りよくする。 

○掲示物を活用する。 
○ICT を活用する。 
○他のグループの友達
に見てもらって、ア
ドバイスをもらう。 

交流会をする 
子供たちから願いが出
たら行う。 



 

 

 
【本時の重点目標】 

（主体的に学習に取り組む態度） 

表したい感じやイメージを表現する運動に積極的に取り組もうとしている。 

【本時の展開】 

時間 学習内容・活動 指導上の留意点 ☆評価 

 

 

５ 

 

 

１ 学習活動の確認  

◯単元の目標と学習の進め方を知る。 

 

 

 

 

○「いつでも、どこでも、だれとでも」「全身

で」踊ることが大切であることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

２ 心と体をほぐす 

 

 

 

 

♪Walk The Moon – Shut Up and Dance 

♪ Ado – 唱  

 

 

〇リズムダンス 

・ソロやペアで踊る。 

・教師の動きに合わせた踊りをする。 

♪ BTS – Permission to Dance  

♪ 星野源 – 地獄でなぜ悪い（Karaoke） 

 

〇心と体をほぐす運動の中から選択しても

よい。 

○恥ずかしさや苦手意識をもっている児童

には、「先生の真似をしてみてね」と言って

一緒に踊ることで表現運動の楽しさを味

わうことができるようにする。 

 

 

 

〇「すばやく、スローモーション、ストップ」

や「友達と合わせる」など、変化や起伏の

ある動きを意図的に経験できるよう言葉

かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

３ みんなでやってみる 

〇教師の言葉かけでイメージスライド「大変だ！」

に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

〇イメージスライドを１枚選び、そのイメー

ジに合った言葉かけをする。 

  

 

 

〇恥ずかしさや苦手意識をもっている児童

には、教師の動きを真似したり、言ったこ

とを動きにしてみたりするように伝え支
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本時の目標と展開①（１／６時間） 

表したい感じやイメージを表現することを楽しもう。 

・スキップ＆ストップ ・体じゃんけん 

・窓拭き ・バランス崩し ・子取り鬼 

※２～３つ選んで行う。 

全身を使って動いているね。 

空間を広く使って大きく動いて

いるね。 

友達の動きに合わせて踊ってみよう。 

ストップ！しっかり動きを止めて！ 

火山が噴火した！ドッカーン！ 

どんな動き？ 

教師がイメージスライドを１枚選び、 

そのイメージに合うよう即興的に踊る。 



 

 

 

 

〇グループでイメージスライドを引き、いろいろな 

「大変だ！」に取り組む。 

♪「Do Plane and Do Cycle」マイケル・ジアッキーノ 

援する。動きに少しでも変容が見られたら

称賛する。 

 

 

〇最初と最後はポーズできめることで「ひと

流れの動き」を意識させる。 

 

 

 

☆表したい感じやイメージを表現する運

動に積極的に取り組もうとしている。（態

度）【観察】 

 

 

 

 

１０ 

４ クーリングダウン 

 

５ 学習の見通しをもつ 

〇第２時～第４時までどのように取り組んでいく

かみんなで考え、学習の見通しをもつ。 

 

 

 

〇本時の学習を振り返りながら、心と体を落

ち着かせられるようにする。 

 

〇「みんなでやってみる」で取り組んだイメ

ージスライドからおもしろかった「大変

だ！」や、その他にも「大変だ！」でイメ

ージするものを出し合う。 

 

〇児童から出たイメージするものを「身近な

生活」「自然」「生活・社会」その他に分け、

第２時から第４時までどのように取り組

んでいくかをみんなで考え、学習の見通し

をもてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

６ 振り返り  

〇第１時の感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表現運動を楽しむために大事だと思った

ことが記入できるよう言葉かけをする。 
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はじめと終わりは写真を撮られても

よいくらい動きを止めてポーズ！ 

先生の真似をしてみてね。 

先生と一緒に踊ろう。 



 

 

１．太鼓のリズムに合わせてスキップする。 

２．太鼓の合図で自分で考えた様々なポーズをして 

止まる。 

３．１と２を繰り返す。 

 

 

１．太鼓のリズムでスキップ＆ストップ 

２．太鼓を叩いた回数で仲間づくりをする。 

  （２回叩いたらペア、４回叩いたら４人組など） 

３．できたグループから座る。 

４．太鼓の音でまたスキップする。 

  

１．相手と向かい合い、間に見えない窓があるように

イメージし、窓を拭く動きをする窓。 

２．リーダーを決めて、もう一方のリーダーの動きに

対応し、真似をする。 

３．表現リズム遊びにつながるよう、低いところや高

いところを拭くようにしゃがんだり、跳んだり、

場所を左右に移動したりして拭くように言葉か

けをする。 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもしろいポーズだね。 

ピタッと止まれているね。 

 仲間作り 

いろいろなお友達と仲間づくりができているね。 

 

窓ふき 

 

相手を見てよく動いているね。 

スキップ＆ストップ 
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男女が自然と同じペア（グループ）になって

いて素敵だね！ 

心と体をほぐす運動 



 
 

１．友達と向かい合う。 

２．お互いにスローモーションでボールを投げ合う真似 

やボクシングの真似をする。 

※ ボールの大きさを想像したり、相手の動きに合わせ

て、取り方を変化させたりすることで、様々なオーバ

ーな動きをすることができる。 

 

 

 

 

１．グループの中で鬼を１人決める。  

２．鬼以外の子は肩に手を乗せて列を作る。 

３．鬼は一番後ろにいる子にタッチできたら勝ち。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いの動きに合わせて動くことができているね。 

１．手を繋いで輪をつくる。 

２．引っ張たり力を抜いたりして友達のバランスを崩す。

３．足が動いてしまったら負け。 

だれとでもすぐにグループをつくれていて素敵！ 

エアスポーツ 

バランス崩し 
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タッチされないようにするにはどう動くといいかな。 

子取り鬼 

友達の動きを感じながら、上下左右前後、いろいろな

方向に引っ張ってみよう。 

息ぴったり！友達の動きをよく見てよけているね。 



 

 

 

１．曲に合わせて２人で自由に踊る。 

２．向かい合って相手の動きに合わせて踊る。 

３．片手か両手を繋いで、２人で弾んで踊る。 

４．２人で近付いたり、離れたりして踊る。 

５．スキップして移動したり、ターンしたりする。 

 

 

   

１．みんなで円形をつくり、向かい合って踊る。 

２．リーダーを交代制で設定し、リーダーは円の中心で

即興的に踊る。 

３．周りはリーダーの動きを真似して踊る。 

【本時の重点目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．曲に合わせて１人で自由に踊る。 

２．よい動きを教師が取り上げ、みんなでまね 

してみる。  

〇弾む動きで即興的に踊る 

・頭・肩・腕・腰などを振る・揺らす 

・スキップで弾む 

・ねじる・回る・移動する   など 
♪「Dance」DNCE 

♪「Who’s da King」Blaze n Vill 

リズムに合わせてへそを弾ませてみよう。 

〇友達と調子を合わせて即興的に踊る 

・二人組で手をつないで移動する 

・他の二人組と関わる 

・二人組で手をつないでその場で回る  など 
♪「Crazy Party Night～ぱんぷきんの逆襲～」きゃりーぱみゅぱみゅ 

♪「Boogie Wonderland」Earth,Wind&Fire 
上下左右、いろいろな方向に手を伸ばしているね。 

真ん中の人がどんな動きで踊っているか見てごらん。 

○○さんを真ん中に入れて踊ってみよう。 

ソロダンス 

ペアダンス 
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♪「Pon De Floor」Major Lazer 

♪「唱」Ado 

サークルダンス 



・スキップ＆ストップ ・体じゃんけん 

・窓拭き ・バランス崩し ・子取り鬼 

※２～３つ選んで行う。 

 

 

【本時の重点目標】 

（思考力,判断力,表現力等） 

表したい感じやイメージにふさわしい動きになっているかをペアやグループ、クラス全体で見合い、

よくなったところを伝えることができるようにする。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

 互いの動きや考えのよさを認め合おうとしている。 

【本時の展開】 

時間 〇学習内容・活動 ♪音楽 ◎資料 ・指導上の留意点 ☆評価 

１０ 

１ 学習活動の確認 

〇今日の学習活動を全体で確認する。 

〇グループでお互いの学習課題を共有する。 

 

２ 心と体をほぐす 

 ・体ほぐしの運動  

 

 

 

  

・リズムダンス 

 

 

 

 

・「すばやく、スロー、ストップ」や「友達と合わ

せる」など、変化や起伏のある動きを意識させ

られるような活動を取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 

３ イメージバスケット 

〇「大型台風が発生」「火山が大噴火」から

イメージしたことを出し合う。 

  

４ みんなでやってみる【習得】 

〇「大型台風が発生」「火山が大噴火」をみ

んなでやってみる。 

〇イメージバスケットで出てきたイメージ

を基に、教師の言葉かけで即興的に踊る。 

〇みんなでよい動きを見つける。 

（動きの貯金箱） 

 

 

 

 

 

 

・子供のイメージを肯定的に受け止め、どんなイメ

ージを出してもよいという雰囲気をつくる。 

 

 

・教師の動きを真似したり、教師が言ったことを動

きにしてみたりするように伝える。 

・空間の工夫や関わりの工夫をしながら踊るように

言葉かけをする。子供が教師の真似をして工夫を

取り入れたら称賛し、全体に価値付ける。 

・最初と最後はポーズを決めることで「なりきって

踊る時間」を意識させる。 

・恥ずかしさや苦手意識をもっている子供には、近

くに行って教師の動きを真似するように伝える。

動きに少しでも変容が見られたら称賛する。 

 

 

 

本時の目標と展開②（３／６時間） 

指先まで意識したり、ピタッと止まったりしているね。 

上下左右、いろいろな方向に手を伸ばしているね。 

一緒に踊ろう！先生のまねをしてみてね。 

体育館のはじまで使っているね。 

台風に飛ばされる感じが表せているね。 

大型の台風になってみると、どんな感じ？ 
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４０ 

５ ひと流れの動きにして踊る【活用】 

〇グループで、いろいろな小テーマ「自然」

を変化のあるひと流れの動きで踊る。 

 〇みんなで確認したよい動きや工夫を取り

入れて踊る。 

 

 

 

 

 

 

〇みんなでよい動きを見つける。 

（動きの貯金箱） 

・各グループを回り掲示物「動きの貯金箱」を見

せることで、どんな動きで自分たちの表現がで

きたか実感できるようにする。また、自分たち

の踊りをよりよくするために、どの工夫を取り

入れたいか意識できるように促す。 

 

 

 

 

☆表したい感じやイメージにふさわしい動きにな

っているかをペアやグループ、クラス全体で見合

い、よくなったところを伝えている。 

 （思考・判断・表現）【観察】 

・支援を要するグループや子供には、教師のリー

ドで一緒に踊ったり、具体的な動きで言葉掛け

したりする。動きに少しでも変容が見られたら

称賛する。 

 

４５ 

６ クーリングダウンをする 

 

 

７ 学習の振り返りをする 

 

 

 

 

 

８ 次時の学習課題を選択する 

・本時の学習を振り返りながら、心と体を落ち着

かせられるようにする。 

 

・意識したことやできるようになったこと、次の

時間にできるようになりたいことやよりよく

したいことについて振り返り、本時の学習の成

果や課題に気付くことができるようにする。

（デジタル振り返りシート） 

 

・次の時間にできるようになりたいこと、よりよ

くしたいことから、学習課題の項目を選択する

よう促す。（デジタル学習シート） 

※第２時～第４時の学習の流れは同じとする。毎時間小テーマを変え、重点目標に合わせて言葉かけ

を変える。（題材ページを参照） 

 

 

 

 

 

どんなイメージで踊ってるの？ 

どんな動きをするとイメージに合うかな？ 

友達と動きを合わせると、台風のイメージ 

に合うかもしれないね。 

どんな動きをしたら、イメージ通りに踊れた？ 

 

 

「身近な生活」 

【経験させたい動き】 

〇誇張と変化のある動き 

【評価の重点】 

〇知識・技能 

〇思考・判断・表現 

第２時 

もっとオーバーに踊るには、

どうしたらいいかな？ 

 

 

「自然」 

【経験させたい動き】 

〇不安定で不規則な動き 

〇変化と起伏のある動き 

【評価の重点】 

〇思考・判断・表現 

第３時 

 

 

「生活・自然」 

【経験させたい動き】 

〇群を生かした動き 

【評価の重点】 

〇知識・技能 

 

第４時 

予測のつかない動きは

あったかな？ 

たくさんの友達と踊るよさは何だ
ろう？ 
みんなで踊ると何ができるかな？ 
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【イメージバスケット】 

題材やテーマから表したい感じやイメージを膨らませるために、全体で知識やイメージを共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教師の言葉かけで即興的に踊る】 

教師の言葉掛けからイメージした「テーマの特徴」に合わせて即興的に踊ることで、 

イメージに合わせた動きの工夫を身に付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※これらを繰り返すことで、味わわせたい動きを経験させていく。 

「みんなでやってみる」（習得）の行い方＆ポイント 

 

火山が噴火するとどうなる？どんな感じ？ 

 

・火山灰が噴き出す 

・ドカーン！ 

・地震が起こる 

・グラグラ 

  

・溶岩が出てくる 

・ドロドロ 

・煮えている 

・グツグツ 

イメージに繋がるように、「ドロドロ」などの 

オノマトペを取り上げるのも効果的！ 

火山の噴火のイメージ 

教師が発問 

（シチュエーションや

イメージを与える） 

 
 トン 

トン 

トン 

大変だ！火山が噴火して溶岩がドロドロ出てきたよ。 

 

  
トトン！ 

見て！腰をねじったり、指先まで使ったりしてドロドロしてる。 

称賛・動きの共有 
 
 

素早くリズム太鼓を鳴らして、子供

の動きをピタッと止めて注目させる 
みんなも、ねじったり、指先まで使ったりしてドロドロしてみよう。 

 

よい動きをまねすることで、習得につながる。 

 トトン！  

大変だ！溶岩がさらに勢いよく噴き出してきた。どうする？ 

どんな風に登 教師が再度発問 

（シチュエーションを変える） 
※個別に称賛する際には、全体を止めずに言葉かけをする。 

 
〇〇さん、髪の毛の先まで振り乱して、大噴火してる！ 

〇〇さん、とんだり跳ねたりして、溶岩が飛び散っている！

ね！ 
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【よい動きを書きためる】⇒「動きの貯金箱」 

「どんな動きを通して、何をどう表現できたか」を問いかけ、 

「動きの貯金箱」を使ってよい動きを共有する。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〈動きの貯金箱の内容・デザイン〉 

・中～高学年では子供たちから出てきた動きを、「４つの工夫（動き・リズム・空間・かかわり）」に

分類して掲示していく。分類も工夫のネーミングも、教師が一人でやってしまうのではなく、子供

たちと一緒に合意形成することで、より活用したくなるようにする。 

・掲示物に貼る貯金箱のカードをコイン型にして、貯金箱に貯めるつもりになるのも楽しい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

  

どんな動きをしたら、 

イメージ通りに踊れた？ 

お尻や足、つま先までくねらせることで、 

火山の溶岩がドロドロした感じを表せたんだね。 

★イメージバスケットで出てきたオノマトペを、

どのような動きで表現したか、おさえることで、

イメージと動きがつながっていく。 

★「動き」そのものではなく、「動き」を通してどん

な「表現」ができたかを価値付ける。 

出てきた動きをカードに書い

て、掲示物に貼っていく。 

〇〇さん、ちょっとやってみて！ みんなも、真似してやってみよう。 

言葉だけでは「表現」が伝わりづらいこともあるので、やってみせると分かりやすい。 

→みんなで真似してみるのも効果的 

  

 
 

 

  

？ 

チャリーン！！！！！ 
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小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説体育編の中で「第５学年及び第６学年の内容 F 表現運動

」には以下のように書かれている。 

（1）知識及び技能 

 (1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解するとともに，表したい感じを表現 

したり踊りで交流したりすること。 

ア 表現では，いろいろな題材からそれらの主な特徴を捉え，表したい感じをひと流れの 

動きで即興的に踊ったり，簡単なひとまとまりの動きにして踊ったりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年の発達段階に合わせて「大変だ！」を題材に選んだ。「いろいろな題材」のうち、「激しい感

じの題材」「群（集団）が生きる題材」に当てはまるものである。 

単元の前半では、毎時間異なる小テーマ（日常生活や自然現象など）から激しい感じのイメージを広

げ、変化と起伏のある「ひと流れの動き」で即興的に踊る。単元後半では、表したいイメージを選んで、

強調したい激しい感じや急変する感じが際立つように、「はじめ―なか―おわり」を考えたり、効果的

な群の動きを入れたりして「ひとまとまりの動き」にしていく。 

 

小テーマ 身近な生活 自然 生活・自然 

イメージ

例 

洗濯物 

 

火山 

 

花火 

 

動き 誇張と変化 変化と起伏 群を生かした動き 

 

 

 

高学年 「表現」の「題材」について 
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群を生かした動き 

仲間と感じをこめて 

激しい感じ 

急変する感じ 

イメージを強調 

変化と起伏 

いろいろな題材 

激しい感じの題材 

群が生きる題材 

多様な題材 



 

 

 

【「題材」ページの見方】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※次の時間につながる動きです。必ず取り上げる必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「動きの貯金箱」に書きためる時の 

言葉を例示しています。 

 
その時間で経験させたい動きを例示しています。 

「動きの貯金箱」に貼るカード 

動 き の 工 夫：黄色 

リズムの工夫：青 

空 間 の 工 夫：緑 

かかわりの工夫：赤 

 

イメージやシチュエーション 

経験させたい動きを引き

出すためのイメージやシ

チュエーションです。 

 

経験させたい動きを引き出しやすいイメージを例示しています。 

引き出した動き

を価値付ける言

葉かけ例です。

この価値付けが

「動きの貯金

箱」につながり

ます。 

子供から経験させたい動きが出てこない場合には、直接「動き」

を提示して経験させます。 

 実際のスライド画面です。 

 

活動中に教師が各

グループを回って

見付けた子供の動

きを称賛する言葉

かけ例です。 

部会で想定した 

子供の動きです。 

その時間で、もしも子供がその動

きをしていたら取り上げたい動き

を例示しています。 

 

「題材」（小テーマ）について 

【みんなでやってみる場面で取り上げるイメージ】 
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【経験させたい動き】   【貯金箱に貯めたい言葉】 
 

〇誇張と変化のある動き 

 ・泡が勢いよく飛び出す動き 

 

 

 

 

 

 ・もみくちゃに洗われる動き 

 

 

 

 

 

・衝撃で形が変わっていく動き 

  

 

 

 

 

・質感の変わる動き 

 

 

 

 

 

※児童の踊りから出てきたら取り上げたい動き 

・群を生かした動き 
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小テーマ 「身近な生活」 （第２時） 

小刻みに 

揺れる 
吹っ飛ぶ 

回る 転がる 

高く、低く 丸まる 

ねじる 

体を 

反らす 

少しずつ 

ゆっくり 

だんだん 

速く 

急に 

ストップ 
くり返す 

いっしょに くっつく 

遠くへ 

はなれる 

あちこちで 

合わせて 

のびる 



【みんなでやってみる場面で取り上げる身近な生活】 

 

動きを引き出すための言葉 
扱う身近な生き物 

（動きが出てこないときの具体例） 
動きを価値付けたい子供の姿 

 飛び出すサイダー  

 

激しく洗われる洗濯物 

 

 

 

 
激しくつかれる餅 

 

動きを引き出す言葉かけ 

・泡が吹き出るよ。 

・急に激しく吹き出てきた！ 

もし動きが出てこないときは 

・瓶から思い切り飛び出してみ

よう。 

・大きくジャンプしてみよう。 

価値付ける子供の姿 

・はじける泡のように何度も跳

びはねている。 

・泡がなくなっていくように動

きに強弱がついている。 

動きを引き出す言葉かけ 

・洗濯物が濡れて重くなって

きたね。 

・勢いよく洗われているね。

どんな様子かな？ 

もし動きが出てこないときは 

・両手を広げて体をねじってみ

よう。 

・洗濯物同士がからまった！ 

価値付ける子供の姿 

・回ったり、止まったりねじった

りしている。 

・速くしたり、遅くしたりして、ス

ピードに変化を付けている。 

動きを引き出す言葉かけ 

・何度も杵でつかれるよ。 

どうなっている？ 

・もちもち伸びてきた。 

 どれくらい伸びるかな？ 
もし動きが出てこないときは 

・全身で体を伸び縮みさせてみ

よう。 

・超スローモーションからの 
テンポアップ！ 

価値付ける子供の姿 

・伸びる様子を体全体で表して 

いる。 

・体を丸めたり縮めたりしてい

る。 
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【イメージスライド】 

予想される動き スライド 動きを価値付けるための言葉 

・体を回転させる 

・素早く回転する 

・友達と絡み合う 

・ねじる 

・揺れる 

 ・激しく回っているね！ 

・体をだんだんやわらかく

して濡れていく様子を表

しているね！ 

・友達とくっついたり離れ

たりしていていいね！ 

 

・体を広げる 

・高く跳ぶ 

・揺れる 

・順番に跳ぶ 

・だんだん集まって

色々な方向に跳ぶ 

 ・体を大きく広げて激しい

感じを表しているね！ 

・ずらして跳んで激しい感

じを表しているね！ 

・動きを少しずつ大きくす

ることで、だんだん泡が

吹き出す変化を表してい

ていいね！ 

・伸び縮みする 

・姿勢を低くする 

・くねくね動く 

・跳ねる 

 ・お餅が伸びる様子を表し

ていていいね！ 

・だんだん柔らかくして変

化をつけていていいね！ 

・餅がつかれている様子を

表していていいね！もっ

と激しくしてみよう！ 

・体を激しく揺らす 

・両手を広げる 

・体をねじる 

・集まる 

・回る 

 ・上下左右に動いて激しい

感じを表しているね！ 

・たくさん吸い込んでいる

様子が表れていていい

ね！全てを吸い込もう！ 

・だんだん吸い込まれる変

化を表していていいね！ 
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【経験させたい動き】    【貯金箱に貯めたい言葉】 

〇不安定で不規則な動き 

 ・マグマが流れ出てくる動き 

 

 

 

 ・風に飛ばされる動き 

 

 

 

 

 

・何もかもを吹き飛ばすような動き 

  

 

 

 

〇変化と起伏のある動き 

・高さやリズムの変化を生かした動き 

 

 

 

 

 

※児童の踊りから出てきたら取り上げたい動き 

・群を生かした動き 

  

 

 

 

15 
小テーマ 「自然」 （第３時） 
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腕を 

くねくね 

両手脚を広

げて跳ぶ 

片足で 

ぐらぐら 

くの字で

ふっ跳ぶ 

回る 
腕を振り

まわす 
反る 

急に だんだん 

あちこちへ 

スローモ

ーション 

速く 

ゆっくり 

大の字 

ジャンプ 

しゃがんで上下

に動く 

大きく 

ジャンプ 

上下に 

振る 

みんなで

一斉に 
ばらばら 

数を 

増やして 



【みんなでやってみる場面で取り上げるイメージ】 

動きを引き出すための言葉 
扱うイメージ 

（動きが出てこないときの具体例） 
動きを価値付けたい子供の姿 

 大型台風  

 火山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大地震  

動きを引き出す言葉かけ 

・少しずつ雨や風が強くなって

きた！ 

・何もかも吹き飛ばす風が吹き

荒れた！ 

・雷に打たれて感電だ！ もし動きが出てこないときは 

・強い風に飛ばされてみよう。 

・ザーザーの雨！どう降る？ 

価値付ける子供の姿 

・手足をばらばらに大きく動かし

ている。 

・バランスが取れないような動き

をしている。 

・姿勢に高低差を出している。 

もし動きが出てこないときは 

・両手を大きく開いて、ジャンプ

してみよう。 

・大きく腕を回して、ゆっくり進

んでみよう。 

動きを引き出す言葉かけ 

・地震で地面がグラグラ揺れ

始めた！ 

・立っていられないほどの揺

れだ。どう進む？ 

・大きなビルも揺れてる！ もし動きが出てこないときは 

・全身で揺れてみよう。 

・進みたくても進めない！ 

・ゆっくり体をくねらせてみよう！ 

価値付ける子供の姿 

・片足など、アンバランスな姿勢

で揺れている。 

・前後左右を使って揺れ、空間を

広く使っている。 

・ゆっくりや速いスピードで、体

を揺らしている。 

動きを引き出す言葉かけ 

・だんだんマグマがふつふつ

としてきた。 

・どっかーん！大噴火が何回

も起きる！ 

・溢れたマグマはどう進む？ 

価値付ける子供の姿 

・転がったり、跳んだり、這いつく

ばったりなど、いろいろな動き

を組み合わせている。 

・スピードに変化をつけている。 
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【イメージスライド】 

予想される動き スライド 動きを価値付けるための言葉 

・低い姿勢で跳ねる 

・両手を広げながら何

度もジャンプする 

・ゆっくりと低い姿勢

で進む 

・体を反らせながら

様々な方向に進む 

・指を曲げて固まる 

 ・高さを変えて、ドロドロした

感じが出せているね！ 

・ゆっくり進むと、マグマの重

さが出せるね！ 

・怖いマグマの感じが、指先ま

で表れているね。 

・高くジャンプして、低くなる

と、差が出て激しくなるね！ 

・手を上下に動かす 

・片足でバランスをとる 

・ゆっくり回る 

・ジャンプしてしゃがむ 

・手をつないで、支える 

 ・大きな雷が落ちたのが、腕の

動きに表れているね。 

・あえてスローモーションでや

ると、激しい風に吹かれてい

るのが見えるね。 

・友達を支えると、飛ばされそ

うなのが分かるね！ 

・足元がおぼつかない

ように揺れる 

・前後左右に動く 

・落下物を避ける 

・ゆっくり動く 

 ・立っていられないほど、大き

な揺れが伝わってくるね。 

・いろいろな方向に揺れて、空

間を広く使えているね。 

・ゆっくりと速くを繰り返して

いて、激しく踊れているね。 

・腕を回しながら進む 

・小さくなって隠れる 

・急に止まる 

・体を反らせて避ける 

 ・すばやく動いて、ハチをよけ

ているね！ 

・スローモーションを入れるこ

とで、大変な様子がわかるね 

・隠れて、止まって・・・いろ

いろな動きを組み合わせて

いるね！ 
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・だんだんと溶ける 

・カクっと力を抜く 

・うなだれていく 

・手を振りながらジャ

ンプする 

 ・ゆっくり溶けていくと、かれ

ていくことが伝わるね。 

・腕がだらーんとしていて、枝

が折れてしまったようだね。 

・素早く動く雨と、ゆっくり溶

ける木の組み合わせが面白

くしているね。 

・腕を上にあげ、ジャ

ンプする 

・後ろに引いてから、

前に出る 

・手を繋いで、友達と

連なって動く 

・逃げる 

 ・後ろに行ってから、前に出る

と、波が来ているようだね！ 

・腕で大きく見せると、津波も

大きくなるね！ 

・友達と繋がると大きな津波が

伝わってくるね！ 

・ジャンプしてしゃがむ 

・びりびりと揺れる 

・関節をばらばらに動

かす 

・あちこちにジャンプ

する 

 ・何度もジャンプすると、雷が

たくさん落ちていることが

つたわるね！ 

・体をかくかくと動かせたね！ 

・広く空間を使えているね！ 

・手をゆらゆら動かす 

・腕や足を振りまわす 

・（水に）飛び込む 

・素早く揺れる 

・ゆっくり揺れる 

・周りを見回す 

 ・速さを変えて踊ることができ

たね。 

・腕の振る大きさを変えると、

変化が出ているね。 

・目線までつけて、イメージを

広げて踊れたね。 

 

 

 

 

 

イメージスライド PDF 

※一覧表になっています。 25 



 

 

【経験させたい動き】 【貯金箱に貯めたい言葉】 

 

〇群を生かした動き 

・くっついたり、離れたりする動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

・合わせたり、自由に動いたりする動き 

  

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

小テーマ 「生活・自然」 （第４時） 

回る 走る 

遠くで 近くで 
低い 

姿勢で 

高く伸び

上がる 

集まる 離れる 次々と 一斉に 

合わせて ばらばら 順番に 
手を 

つないで 
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【みんなでやってみる場面で取り上げる題材】 

動きを引き出すための言葉 
扱うイメージ 

（動きが出てこないときの具体例） 
動きを価値付けたい子供の姿 

 

 

 

次々と打ちあがる花火 

 

 

 

 

 

 隕石落下 

 

 

 天井がおりてきた 

 

 

もし動きが出てこないときは 

・息を合わせて壁を押し返そう 

・脚を開いて、踏ん張ろう 

動きを引き出す言葉かけ 

・だんだん天井がおりてき

た！どうしよう！ 

・天井に潰されないよう

に、どうする？ 

・仲間と協力して、助から

ないかな。 

価値付ける子供の姿 

・体勢をだんだん低くしながら、天

井に抗っている。 

・天井を持ち上げようと、腕と脚に

力を込めて天井を押し返そうと

している。 

・仲間と集まったり離れたりしな

がら天井に潰されないように動

いている。 

もし動きが出てこないときは 

・いん石をよけて逃げてみよう 

・みんなで力を合わせて押し返

そう 

価値付ける子供の姿 

・体勢を高くしたり低くしたり

しながら動いている。 

・友達と動きを合わせたり、わざ

とタイミングをずらしたりし

ている。 

価値付ける子供の姿 

・大きく上下左右に体を動かし

ている。 

・仲間と動きを対応させている。 

・順番に、ばらばらになど群を生

かした動きをしている。 

動きを引き出す言葉かけ 

・次々花火が打ち上がって 

いるよ。 

・大きな花火も小さな花火 

もあるよ。 

・花火が上がる感じはどうし

たらよいかな。 

動きを引き出す言葉かけ 

・勢いよく空から降ってく

るよ。 

・どうしたら勢いを表せそ

うかな。 

・いん石がぶつかるとどう

なる？ 

もし動きが出てこないときは 

・両手を大きく広げてみよう 

・体いっぱい跳び跳ねてみよう 
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予想される動き スライド 動きを価値付けるための言葉 

・しゃがむ 

・跳び上がる 

・手足を広げる 

・ゆっくりと手足を 

 下ろす 

・みんなで揃える 

・順番に跳ぶ 

 ・指先まで意識して手を広げて

いるね！ 

・友達とタイミングを揃えて跳

んでいるね！  

・タイミングをずらして順番

に跳び上がっているね！ 

・泳ぐ 

・友達の動きに合わせる 

・隠れる 

・周りを見る 

・群れになって泳ぐ 

 ・友達の動きに合わせて動いて

いるね！ 

・集まって泳いでいるね！ 

・急に方向を変えているね！ 

・バラバラに泳いでいるね！ 

・しゃがむ 

・天井を受け止める 

・方向を変えて進む 

・姿勢を低くする 

 ・足を開いて力強く受け止めて

いるね！ 

・必死に支える様子を表情でも

表しているね！ 

・人のいない方向に動いて探し

ているね！ 

・泳ぐ 

・回る 

・体をねじる 

・みんなで集まる 

・手を取り合う 

・もがく 

 ・手足を泳ぐように動かして宇

宙を泳いでいるね！ 

・同じ場所に集まって吸い込ま

れそうになっているね！ 

・ゆっくりと動いているね！ 

・よける 

・隠れる 

・吹き飛ばされる 

・受け止める 

・はじき返す 

 

 ・場所の端まで広がって逃げて

いるね！ 

・手を大きく広げて、いん石を受け

止めようとしているね！ 

・友達と集まったり離れたり、

協力しているね！ いん石が落ちてきた！ 

次々と打ち上がる花火！ 

大きなマグロにそうぐうしたス

イミーたち！！ 

天井が下りてきた！

出口を探せ！ 

ブラックホールに

吸い込まれる！ 

【イメージスライド】 
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【経験させたい動き】  【貯金箱に貯めたい言葉】 

〇不安定で不規則な動き 

 ・追いつ追われつする動き 

 

 

 

 

 ・四方八方を探す動き 

 

 

 

〇変化と起伏のある動き 

・高さやリズムの変化を生かした動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇群を生かした動き 

 

 

 

 

 

  

 

小テーマ「その他」（多様な題材） 

背中をつ

けて回る 

低くなる 
前後左右

に動く 

急に だんだん 

近づく 
スローモ

ーション 

速く 

地面 

すれすれ 

大きくジャ

ンプする 

腕や足を 

伸ばして 

みんなで

一斉に 
次々と 

数を増や

して 
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離れる 

ばらばら 隅々まで 

広がる 一列で 



【みんなでやってみる場面で取り上げるイメージ】 

動きを引き出すための言葉 
扱うイメージ 

（動きが出てこないときの具体例） 
動きを価値付けたい子供の姿 

 紅白リレー 

 

 

 遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どこでもドアを開けたら 

 

 

動きを引き出す言葉かけ 

・必死の思いでつなぐバトン。

スロー再生！ 

・決定的瞬間をどうやって 

強調する？ 

・勝敗の感情を体で表すと？ 

？ 

もし動きが出てこないときは 

・バトンパスの瞬間でストップ！ 

・チームみんなで全身を使って 

喜びを表そう。 

価値付ける子供の姿 

・速さに変化を付けて、表したい

イメージを強調している。 

・表情を含め、全身で踊っている。 

・近づいたり離れたりして、空間

を広く使っている。 

もし動きが出てこないときは 

・いろいろな方向を見たり、進ん

だりしてみよう。 

・嬉しい気持ちや悲しい気持ち

を体だけで表現してみよう。 

動きを引き出す言葉かけ 

・上からは鳥の声、奥からは

獣の唸る声が聞こえるよ。 

・茂みをかき分けて進もう。 

・大変だ！ドアまで急いで戻

らなきゃ。 もし動きが出てこないときは 

・姿勢を低くして進もう。 

・木に登ってあたりを見回そう。 

・倒木を飛び越えてドアまで急げ！ 

価値付ける子供の姿 

・ゆっくりや速いスピード、歩幅

や方向を変えて移動している。 

・跳ぶ、転がる、回るなどいろい

ろな動きを組み合わせている。 

・一列になる、円になるなど群を

生かしている。 

動きを引き出す言葉かけ 

・遠足のわくわく感を全身で

表してみよう。 

・あれ？迷子になったみた

い。みんなはどこだろう？ 

・道に迷ってどんなところに

着いたかな？ 

価値付ける子供の姿 

・前後左右、上下など空間を広く

使って動いている。 

・跳び上がったり、這いつくばっ

たり、肩を落としたり、いろい

ろな動きを組み合わせて感情

を表している。 

・速さに変化をつけている。 
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【イメージスライド】 

予想される動き スライド 動きを価値付けるための言葉 

・激しく腕を振る 

・抜いたり抜かれた

りする 

・苦しい表情 

・勝利して喜ぶ 

・負けて悔しがる 

 ・激しく走っている様子が表

れていていいね！ 

・前に出たり後ろに下がった

りして接戦の様子が表れて

いていいね！ 

・表情まで意識していていい

ね！ 

・体を回転する 

・両手を大きく広げる 

・繋がって回る 

・だんだん 

大きくなる 

・遠くに飛ぶ 

 ・激しく回っていていいね！ 

・竜巻がだんだん大きくなる

様子が表れていていいね！ 

・どんどん巻き込まれる様子

も表していていいね！ 

・キョロキョロする 

・足をバタバタ 

させる 

・四方八方に動く 

・落ち込みながら 

ゆっくり歩く 

 ・慌てている様子を激しくし

ていていいね！ 

・激しくからゆっくり動く変

化をつけていていいね！ 

 

・跳ぶ 

・後ずさりする 

・逃げる 

・木に登る 

・忍び寄る 

・巻きつく 

 ・驚いたり慌てたりしている

様子を表していていいね！ 

・動物の特徴的な動きを表し

ていていいね！ 

・低い姿勢で手足を大きく使

って動いていていいね！ 
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・題材を一つに固定しないので、幅の広い捉え方や動きを含む題材。 

 例）「わたしたちの地球」「ニュース〇〇」「〇月×日，わたしのダイアリー」など。 

・社会や生活の中から、個人やグループで関心のある印象的な出来事を独自に捉えて表現する。 

・「はじめ―なか―おわり」の構成や群の動きを工夫したり、ラストシーンを印象的にしたりする。 

 

 

 

 

 令和２年度、表現運動の学習の積み重ね

がある第６学年を対象に部内授業を行っ

た。右の図は学習カードの一部である。 

 

△表現運動の経験が少ない場合 

題材を一つに固定しないため、 

イメージの広げ方や経験させたい動  

きをみんなで一緒に経験することに 

は不向き。 

 

◎各学年で表現運動の経験が十分ある場合 

「表したいイメージ」や「よい動き」   

について理解していると想定され、自 

由度の高い「多様な題材」では、子ど 

も一人一人が個性を発揮する楽しい 

学習になると考えられる。 

 

 

 

 

詳しく指導案を読みたい方は、「令和２年度 部内授業学習指導案 第 6学年表現『イッツアオーバー

ワールド』」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

多様な題材について（令和２年度の研究を基に） 

多様な題材とは 

多様な題材の実践 
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【本時の重点目標】 

表したい感じやイメージにふさわしい動きになっているかを確かめたり、他のグループと見合ったり

して、よくなったところや、よりよくできるところを伝えることができるようにする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

【本時の展開】 
時間 〇学習内容・活動 ♪音楽 ・指導上の留意点  ☆評価 

７ 

１ 心と体をほぐす 

・スキップ＆ストップ 

・人工衛星 

・窓拭き、ミラーマン 

・リズムダンス 

・恥ずかしさや苦手意識をもっている児童には、「先生の真

似をしてみてね」と言って一緒に踊ることで、表現運動の

楽しさを味わうことができるようにする。 

３ 

２ 学習活動の確認をする 

〇本時の学習の進め方を知る。 

 

・共通の学習活動のみを全体で確認する。 

・各グループの様子を観察しながら、自己の学習課題を友

達に伝えるように促す。 

・友達に自己の学習課題を伝えることが難しい児童には、

デジタル振り返りシートを確認するように促す。 

９ 

３ 表したい感じやイメージが強調さ

れるように、ひとまとまりの動きに

して踊る。 

 

〇イメージボードを使いながら「はじめ

－なか－おわり」の３つの場面でひと

まとまりの動きを考える。 

※体育館をグループの数で分け、それ

ぞれの場所にイメージボード、譜面台

を設置する。 

（R4実証２指導案参照） 
 

・グループで表したいイメージを選ぶ。 

→選べたら、一番表したい場面を「な

か」にしてイメージを膨らませる。表

したい感じやイメージに合う動きを

イメージボードに書いていく。「なか」

を強調するための「はじめ」と「おわ

り」を考える。 

○一番表したい場面が強調されるよう

に工夫しながら踊る。 

 ※題材の雰囲気に合った曲（１分程

度）と話し合いの曲（１分程度）を繰

り返し流す。「見通し」「踊ってみる」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「はじめ－なか－おわり」の内容が決まっていないグルー

プには、児童の思いを聞き、一緒に踊りながら動きを例示

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の目標と展開（６／７時間） 

〇〇さんの動きが楽しそうだね。 

いっしょに踊ってみよう。 

友達の踊りをよく見て真似しているね。 

一番表したい場面（なか）を強調できるように、

ひとまとまりの動きを考えてみよう。 
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「振り返り」を繰り返し、自ら学びの

サイクルを回し続けていく。 

（R4実証２指導案参照） 

 

・踊りと話し合いを繰り返し、イメージ

にふさわしい動きになっているか、表

現をよりよくするにはどうしたらよ

いか、について試行錯誤する。 

 

○自分たちの表現をタブレットで撮影

して観たり、他のグループとみあった

りしてよくなったところやよりよく

できるところを見付ける。 

・見合う、他のグループを見て取り入れ

る、話し合う、動画を撮影する、繰り

返し踊る、といった活動からグループ

毎に必要感に応じて選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・動画で観たり、他のグループの友達に見てもらって感想を

聞いたりすることが、自分たちの動きをさらによりよくす

ることにつながるということに気付けるように促す。 

・動画を見ているグループには、場面を強調する工夫を問い

かける。動きを直接的に価値づけないようにする。 

 

 

 

 

 

・場面を強調する工夫を見付けることができない児童には、

「動きの貯金箱」を見ながら４つの工夫がどのようなもの

だったかを想起させる。 

☆表したい感じやイメージにふさわしい動きになっている

かを確かめたり、ほかのグループと見合ったりして、よく

なったところやよりよくできるところを伝えている。 

【思考・判断・表現】（観察） 

２ 
４ クーリングダウンをする ・本時の学習を振り返りながら、心と体を落ち着 かせられ

るようにする。 

９ 

５ 学習の振り返りをする 

〇本時の振り返りをデジタル振り返り

シートに打ち込む。 

 

 

 

 

 

○次時の学習課題を設定する。 

 

○数名の児童が振り返りを発表する。 

 

 

 

 

・学習課題を解決することができたか、またどのように解決

したのか、を問いかけ、本時の成果や課題に気付くことが

できるようにする。 

・振り返りシートに打ち込むことができない児童には、学習

課題を把握した上で、解決できたかどうかを問いかけ、一

緒に内容を考える。 

 

 

 

・学習課題に正対している児童、協働的に学ぶ価値に気付い

ている児童、振り返りを取り上げる。 

 

 

表したい感じやイメージに合った動きになって
いるか、確かめるにはどうしたらいいかな。 

もっと表したい感じやイメージを強調するには、
どんな工夫ができるかな？ 

学習を通しての変化が、みんな
の成長なんだね。 
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児童の探究の姿は、一人一人の子供がそれぞれの学習課題を見いだし、その解決を図る中で、表現の

工夫の仕方を習得したり、それらを活用して踊ったりすることを繰り返し、動きを強調したり、表情や

目線まで表現して感じを込めたりして、試行錯誤しながらそれぞれの子供が表したいイメージの表現を

探究すること。 

（令和４年度実証授業指導案 P４より引用） 

 

【学習課題を見いだしている姿（例）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【必要感に応じて学習活動を選んで学ぶ姿】 
 

＜子供自身が選ぶ学習活動＞ 

 

・話し合い 

 座り込んで話し合うのではなく、体を動かしながら行う。イメージボードを活用する。 

 

・踊ってみる 

 グループで話し合った、イメージに合う動きを踊り、さらに工夫をしていく。 

 

・ＩＣＴによる撮影 

自分たちの動きが表したい感じやイメージにふさわしいかを確認する。 

 

・他グループとの見合い 

 相手グループのよいところやよりよくできるところを見付けて 

伝え合う。 

本時における児童の探究の姿について 
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活動場面に合った音楽を選ぶことで、効果的に活動を進めることができる。参考の楽曲を載せ、選曲

に生かせるようにしている。 

 

【心と体をほぐす】 

・気持ちが弾むような楽曲。 

・BPM１２０～１３０程度のもの。 

 ・教師の指示と重ならない、歌詞が無い楽曲。 

  もしくは、英語歌詞のもの。 

曲リスト 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【みんなでやってみる 運動との出会い】 

 教師の言葉かけに合わせて踊る 

・それぞれの題材のイメージの手助けになるもの。 

・教師の指示と重ならない、歌詞なしの楽曲。 

・題材の雰囲気にあった曲を使用する。 

♪「Da Plane and Da Cycle」(Michael Giacchino 映画 「Jurassic World Dominion」) 

・繰り返し流し、２～３分ほど、踊れるようにする。 

 

 

35 活動中の音楽について 

♪Walk The Moon  – Shut Up and Dance 

♪ Pale Waves – Television Romance 

♪ Ado – 唱 

♪ Justin Bieber - Beauty And A Beat  ft. Nicki Minaj 

♪ One Direction - Best Song Ever 

♪ One Direction - What Makes You Beautiful  

♪ Smash Mouth - I'm a Believer 

♪ BTS – Permission to Dance 

♪ 星野源 – 地獄でなぜ悪い（Karaoke） 
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【みんなでやってみる（習得）】 
 グループでイメージスライドを引き、即興的に踊る。 

 

・それぞれの題材のイメージの手助けになるもの。 

・題材の雰囲気にあった曲を使用する♪「Dungeon Mayhem」 ヘイター・ペレイラ 

・３０～４０秒程度におさめる。 

＜曲の流し方＞ 

 

 

 

 

♪急げや急げ！          ♪「Dungeon Mayhem!」 

（百石元 アニメ「軽音！」）    （Heitor Teixeira Pereira映画「Minions」） 

 

【ひと流れの動きにして踊る（活用）】 

グループでイメージスライドの一覧表から踊りたい題材を選び、即興的に踊る。 

 

・それぞれの題材のイメージの手助けになるもの。 

・題材の雰囲気にあった曲を使用する   

身近な生活♪「Dungeon Mayhem」 Heitor Teixeira Pereira 

自然   ♪「Da Plane and Da Cycle」(Michael Giacchino映画 「Jurassic World Dominion」) 

・踊る曲は３０～４０秒程度におさめる。 

・話し合いの曲は１分程度におさめる。 

＜曲の流し方＞ 

 

 

 

 

♪急げや急げ！              ♪「Da Plane and Da Cycle」 

（百石元 アニメ「軽音！」）      (Michael Giacchino 映画 「Jurassic World Dominion」) 

                  ♪「Dungeon Mayhem」 Heitor Teixeira Pereira 
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題材を選ぶ時間の曲            踊る時間の曲          題材を選ぶ時間の曲 

必要ならカウントダウン 

 
 

移動・カルタをめくる時間の曲        踊る時間の曲       移動・カルタをめくる時間の曲 

 

必要ならカウントダウン 



【ひとまとまりの動きにして踊る】 

・グループで考えたイメージを強調するように、「はじめーなかーおわり」をつけて踊る。 

・イメージボードは、小ホワイトボードやプラスチック段ボール、ホワイトボードアプリ等を使用する。 

・話し合いの曲も踊る曲も、１分程度の曲を設定する。 

 

＜曲の流し方＞ 

   

 

 

♪World’s Worst Friendly Neighbor       ♪「Utter Lunarcy」 

（Michael Giacchino 映画「Spider-Man No Way Home」）  (Michael Giacchino 映画「THOR LOVE and THUNDER」） 

                             ♪「Russin’ The Russian」 

（Michael Giacchino映画「LOST SEASON3」） 

※楽曲にとらわれず、子供自身が学習活動を選びながら行う。ただし、踊る時

は、曲に合わせて踊るようにする。 

 

【クーリングダウン】 

・気持ちが落ち着く静かな曲。 

・歌詞がない曲にすることで、教師が本時のねらいに沿った言葉をかけることができる。 

♪かんしょの唄 （小林 武史） 

 

 

 

 

必要ならカウントダウン 

 
 

話し合いの曲             踊る時間の曲              話し合いの曲 
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【教具①】イメージを選べるカード 

カードにイメージのイラストを並べる。 

子供にアンケートを取り、「みんなでやってみる」で楽しかった 

スライドのイメージや、やってみたいイメージを聞いて取り上げる。 

 

【教具②】ICT（タブレット） 

 自分たちの表現を動画で撮影しておいて、後で振り返る。 

※子供から要望があった際には振り返りや授業時間外で活用できるようにしてもよい。 

 即興的に踊る時間が少なくならないように気を付ける。 

 

 

【掲示物】よい動きを書きためた掲示物「動きの貯金箱」 

動きの工夫が見て分かる掲示物「動きの貯金箱」を作成する。子供たちが見付けた動きをよい動きや

工夫のポイントを毎時間書きためていくことで、できたことの実感や次の課題設定の手助けになるよう

にした。また、「動きの貯金箱」を見て、「今日は〇〇だったので、次はもっと～したい。」と自己評価し

たり、次の学習課題を見いだしたりすることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

各グループを回る際に持って回り、曲間にそのグループに見せながら自分たちの表現を振り返ること

ができるようにする。その時間のめあてや教師の意図に合わせた発問をする。 

 

（例）〈できた工夫を実感する〉             〈次の課題を見いだす〉 

 

 

 

 

 

教具・掲示物について 

 

緑：空間の工夫 

青：リズムの工夫 

黄：動きの工夫 

赤：関わりの工夫 

 

「さらにどんな工夫を入れ
たらよさそう？」 

「どの工夫を 
    取り入れたい？」 

「どんな工夫で激しさを 
表現した？」 

「その工夫を入れたら 
どんな感じだった？」 

・持ち運びを考慮して、プラスチック段ボールを

100cm 四方の大きさにカットして使用する。 

・色上質紙をカットして、裏にテープのりをつけて

付箋のように使用できるようにする。 
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【自分たちの表現を動画で撮影する】 

児童が自身のタブレットで自分たちの表現を撮影して振り返ることを通して、イメージに合った

動きかを確かめながら、自分たちの踊りを深められるようにする。 

＜工夫＞ 

・児童はイメージにふさわしい動きになっているか確かめることができる。 

・教師は児童に動きの確認をしたいときには、動画を見ればいいという手立てを意識させられる。 

＜活用方法＞ 

・自分たちの表現を動画で撮影しておいて振り返る。 

 ※踊る時間が少なくならないように気を付ける。 

 

【デジタル振り返りシート】 

本部会は、子供が自ら深い学びを実現していくために「デジタル振り返りシート」を作成し

た。振り返りの基にしたことを「実感」「掲示物」「友達からの言葉」「自分で撮影」から選ん

で入力することで、自己評価する際の根拠を明確にすることができる。この経験を積み重ねてい

くことで自己評価の質を高めることにつながると考えた。また、１つのシートで学習の履歴をい

つでも振り返えるようにすることで、自身の学びの変容を実感することができるようにした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICTの活用について 

学習カードについて 

  

学習課題の設定 

セルをクリックすることで選択肢か

ら自分に合った学習課題を選ぶこと

ができ、短時間での入力が可能であ

る。（当てはまるものがない場合

は、自由記述可） 

学習カード 

ダウンロード 

振り返りの基にしたこと 

「実感」「掲示物」「友達からの言

葉」「自分で撮影」から選んで○を

入力することで、自己評価する際の

根拠を明確にすることができる。 

 

単元前後の発問 
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